
外周道路の利用
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外周道路

駐車スペースを新たに設置

助け合い関係の一例
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複雑に入り混じっている
遠くの人を助けに行くケース
海に向かうケース



万行地区シミュレーション 概要
• 課題編

– 耐震強度のある住宅：最も早い場合地震発生から3分で避難開始
– 耐震強度のない住宅：地震発生から8～13分後の間に避難開始。（※3

分）
– 避難意識の程度によって更に時間を調整
– 180人の住民が津波に追いつかれる。（全住民578人の約31％）

• 解決編①：耐震強度のない家の避難開始時間を地震から8分後に
– その手段は、耐震補強＆家具固定＆非常持出袋＆自転車バイク隊によ

る率先避難
– 143人の住民が津波に追いつかれる（課題編マイナス３７人）

• 解決編②：要援護者を近所の人が助けるリヤカー隊と、乗合タクシー
＆バスを導入
– 98人が津波に追いつかれる（解決編①マイナス45人）

• 解決編③：「芝の山」に向かう人は地震発生から10分、「入野小」に向
かう人は地震発生から13分までに地区を出られない場合、タワーに
進路変更
– 手段は防災行政無線、タワーからの呼びかけ
– 全体では、20人が津波に巻き込まれる（解決編②マイナス78人。その全

てが、「逃げない」などと避難をあきらめた住民）



付録：防災ゲーム「クロスロード」

あなたは．．．．．海辺の集落に住む住民。

地震による津波が最短10分でくるとされ
る集落に住んでいる。今、地震発生。早
速避難を始めるが、よく知っている近所
のひとり暮らしのおばあさんが気になる。
まず、おばあさんを見に行く？

「クロスロード」サンプル 津波編（市民編）

ＹＥＳ
（見に行く）

ＮＯ
（見に行かない）



ありがとうございました


